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学位論文内容の要旨
岡山県落合町にある三栄源エフ･エフ･アイ㈱岡山工場では,唯一動物性のコチニール (カイガラムシ)から赤色色素
を抽出しているが,色素抽出後の残液は田畑-の散布,土壌還元がなされている｡しかし,利用できる田畑の面積は限ら
れていること,高蛋白質を含有することから,魚粉の代替飼料として有効利用を図ることが望まれている｡コチニール残
液の有効利用を図ることは農地への負荷の軽減や飼料費の節減などの面から重要な課題である｡本研究ははじめにコチニ
ールとコチニール色素に関する情報を収集した｡つぎにコチニール残液の栄養価を明らかにし,ウズラ-の利用を図るこ
とを目的に,コチニール残液,コチニール残液配合飼料 (50%,100%代替区)の栄養成分の分析並びにウズラを用いて
給与実験を行い,魚粉配合飼料 (対照区)との対比で検討した,
その結果,コチニール残液の粗蛋白質,粗脂肪含量は魚粉よりもやや高い値となり,粗灰分含量は非常に少ない値であ
ったOコチニール残液ではカルシウム,リン含量が顕著に低かったD必須アミノ酸であるアルギニン,リジン,メチオニ
ンの含量はコチニール残亨査では少ない傾向にあったD脂肪酸組成にコチニール残亨査と魚粉で差がみられ,コチニール残亨査
ではミリスチン酸 (C14)とリノール酸 (C182)量が多い傾向がみられたO代替区での粗蛋白質,粗脂肪含量は対照区と類
似したが,粗灰分含量は100%代替区では低く,特に非フィチンリン酸 (有効リン)量は不足していることが示唆された｡
給与実験の結果,100%代替区において給与開始の週齢が早くなるほど初期成長に悪い影響を及ぼすことが明らかとなっ
た｡そこで,フィチン酸を分解し,リンを効率良く吸収できる働きを持つフイタ-ゼの添加を試みた結果,フイタ-ゼ添
加によって雛の初期成長を改善させることが明らかとなった｡産卵期では100%代替区が対照区に比べて卵重,飼料摂取
量は有意に低く,体重は低い傾向が認められたが,これは有効リンの不足に起因したものと推察した｡一方,50%代替区
では卵重,飼料摂取量は有意差が認められず,産卵期間では魚粉の半量をコチニール残液と代替できることが明らかにな
った_､
つぎにコチニール残液を給与した成雌での窒素出納,蛋白質消化率,トリプシンの消化酵素活性を取り上げ検討した｡
その結果,窒素蓄積率,蛋白質消化率はいずれも 100%代替区が対照区に比べて低い傾向がみられ,100%代替区では飼
料蛋白質の消化,吸収が劣ることが示唆された｡しかし,肺臓のトリプシン活性に差は認められなかった｡内臓重量を検
討した結果,肝臓重のみが100%代替区では対照区に比べて有意に高い値を示し,肥大が認められた｡また,肝臓表面に
は多くの黒色斑点が観察され,組織学的検討の結果,肝小葉内部の細胞質内に空胞変性が多く認められた｡血液生化学的
検査で,100%代替区では対照区に比べてGOTの値が有意に高く,中性脂肪やCK (クレアチンキナーゼ)の値も高い傾
向が認められた｡肝組織並びに血液生化学的所見から,肝機能の障害,脂質代謝の異常さらには筋肉組織細胞の障害が示
唆されたが,これらの原因については不明であるO一方,50%代替区では肝組織,血液生化学的所見で異常は認められな
かった｡100%代替区で初生時から飼育した雌雛の体重の遺伝率は0.248-0.423の値となり,体重には遺伝が約30%関与
することが推定され,選抜育種の可能性が示唆された｡
以上,コチニール残液は粗蛋白質,粗脂肪含量は魚粉と同等あるいはそれ以上であること,産卵期のウズラでは魚粉の
半量をコチニール残液と代替できることが明らかになった｡また,フイタ-ゼ添加や選抜育種によって魚粉の全量を代替
できる可能性のあることが示唆された｡
論文審査結果の要旨
本研究は赤色色素抽出後のコチニール残液を魚粉の代替として利用を図るために,コチニール残液,
コチニール残漆配合飼料 (50%,100%代替区)の栄養成分の分析並びにウズラを用いた給与実験を行
い,魚粉配合飼料 (対照区)との対比で検討したものである｡主な結果は以下の通りである｡
コチニール残液の粗蛋白質,粗脂肪含量は対照区よりやや高い値となり,粗灰分含量は非常に少なく,
特にCa,P含量が顕著に少なかった｡必須アミノ酸も少ない傾向がみられ,脂肪酸組成も対照区とは異
なった｡代替区での粗蛋白質,粗脂肪含量は対照区と類似したが,粗灰分含量は100%代替区では低く,
特に非フィチンリン (有効リン)量の不足を示唆した｡給与実験の結果,100%代替区では給与開始の
週齢が早くなるほど初期成長に悪い影響を及ぼすことを明らかにした｡そこで,フイタ-ゼ添加を試み,
雛の初期成長が改善されることを明らかにした｡産卵期での100%代替区では卵重,飼料摂取量は有意
に低い値を認めた｡一万,50%代替区では卵重,飼料摂取量に有意差がみられず,産卵期間では魚粉の
半量をコチニール残妻査と代替できることを明らかにした0
100%代替区では窒素蓄積率,蛋白質消化率は対照区に比べて低く,飼料蛋白質の消化 ･吸収が劣る
ことを示唆した｡しかし,蛋白質分解酵素の トリプシンの活性や血祭尿酸量には差はみられなかった｡
肝臓重量のみが100%代替区で肥大し,黄味を帯び,表面には多くの黒色斑点が観察された｡組織学的
検討の結果,肝細胞に空胞変性を多く認めたO血液生化学的検査で,100%代替区ではGOTの値が有意
に高く,中性脂肪やcKの値も高い傾向を認め,これらの知見から,肝機能の障害を示唆した｡さらに,
脂質代謝の異常や筋肉組織 ･細胞の障害の可能性を示唆した｡100%代替区で飼育した雛の体重の遺伝
率は0.25-0.42の値となり,体重には遺伝が約30%関与することが推察され,選抜育種の可能性を示唆
したが,コチニール残液の利用に当たっては,疾病の原因解明は不可欠である｡
以上の結果は,魚粉の代替としてコチニール残液を利用する上で重要な知見であると考えられ,当該
研究分野の研究に及ぼす影響は大きく,それゆえ,雀 勇権氏は自然科学研究科の博士 (農学)の学位
を受ける資格があるものと判定した｡
